
製品の品質向上と安定的な提供の責務を果たすことを第一に、地球環境に配慮した製

品開発や、環境貢献活動などにも積極的に取り組んでいます。

◎ 自然資本

環境に配慮した製品開発と
再製造による資源の有効活用
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再製造単回使用医療機器「R-SUD」の市場普及

「R-SUD」は、使用済みの単回使用医療機器(Single Use Device：SUD) を、医療

機器製造販売業者が医療機関から収集し、検査・洗浄・滅菌等の処理（再製造）を行い、

再び使用できるようにした再製造単回使用医療機器です。2025年3月期までに累計

12品番を上市しました。

本事業の拡大は医療機器を継続的、安定的に供給できる環境をつくるだけでなく、医

療機器の再製造に関するノウハウを蓄積でき、新たな事業創造に通じるものとして力を

入れています。

R-SUDの普及によって期待されること

環境に配慮した製品の開発

すべてのビジネスプロセスで環境に配慮

原材料や使用量、製造過程において取引先の皆さまの協力を得ながら、環境に配慮し

た製品づくりを目指しています。製品そのものだけでなく、包装形態や、輸送方法など、

すべてのビジネスプロセスで環境に配慮した選択を心掛けています。

主な製品ラインナップ

医療安全の確保

R-SUDは全数検査が実施される

ため、不具合発生率が抑制されま

す。

医療資源の有効活用

1回の使用で廃棄となるSUDを再

製造することにより、医療・福祉産

業廃棄物の削減に貢献します。

持続可能な医療の提供

国内製造のため、世界的なサプラ

イチェーンの寸断リスクに備えた対

策に期待ができます。



自然資本 環境に配慮した製品開発と再製造による資源の有効活用

GHG（温室効果ガス）排出量削減への取り組み

当社グループは、中期経営計画において、2035年に向けた環境対策として「 GHG（温

室効果ガス）排出量の削減」を掲げ、エネルギーの効率的な利用や、製品・包装の見直し

を通じた排出削減に注力しています。

2025年3月期のScope1・Scope2の自社GHG排出量は下図の通りです。

今後はScope3の算定にも着手し、サプライチェーン全体での排出量を把握した上で、

優先的な削減ポイントを特定し、具体的な対策と目標を設定していきます。

ホギメディカル レポート 202530 ホギメディカルとは 役員メッセージ 価値創造プロセス 役員情報・企業情報

（注）1. GHG排出量の集計範囲は、当社及び連結子会社（ホギメディカル・アジア・パシフィックPTE.LTD.

除く）です。

2. Scopeについては、GHGプロトコルによる以下の区分で報告しています。

Scope1：事業者自らによる温室効果ガスの直接排出

Scope２：他社から供給された電気などのエネルギーに伴う間接排出

ガソリン車からハイブリッド車への切り替えを推進

当社では、営業車をガソリン車から順次ハイブリッド車へ切り替えています。2025年

３月現在、全営業車の90.1％以上がハイブリッド車となりました。今後はEV車の導入

も視野に入れ、より環境に配慮した移動手段を採用していきます。

持続可能な自然再生プロジェクトを16年にわたって継続

2009年より、NPO法人アサザ基金と共に、「谷津田再生プロジェクト」に取り組んでい

ます。これは、当社筑波工場に隣接する耕作放棄地（6,700㎡の谷津田）を水田として

よみがえらせることを目指す活動で、無農薬による米づくりを続けています。これまで

に延べ2,500人を超える社員とその家族が参加し、自然と共生する地域づくりに貢献

しています。
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執行役員 研究開発本部長

石川 皇

R-SUD（再製造単回使用医療機器）の事業では、医療廃棄物の削減に貢献する

だけでなく、洗浄の過程で使用する水も高度浄水処理の上で排水するなど、環

境に配慮した生産体制を構築しています。その他、キット製品を構成する一つ一

つの材料に関しても試作・設計の段階から環境に配慮した素材選定や設計を心

掛けており、今後も地球と事業の持続可能性に貢献する研究開発を続けていき

ます。

環境と事業、どちらにも

より良い製品づくりを


